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調査概要
１．調査目的
本調査は、学生生活全般に関する現状把握と満足度を調査し、教育環境や設備の改善に役立てるために行う。

２．調査対象

　

健康科学大学２０１９年度在学者

３．調査方法

　

グーグルフオーム及び紙媒体

４．調査実施時期

　

配布日時＝２０１９年７月２９日 回収期限：２０２０年３月１０日

５．

　　　

、 口 収

　

、 口

区分 調査対象 依頼数 回収数 回収率

合計 対象者 ９４３ ８６５ ９２％

学科別

理学療法学科 ３５９ ３３１ ９２％

作業療法学科 １９３ １７６ ９１％

福祉心理学科 １２６ １０６ ８４％

看護学科 ２６５ ２５２ ９５％
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「□基礎情報 学科

学科

１①理学療法学科１②作業療法学科１③福祉心理学科１ ④看護学科 １

　

回答数１

　　　　

３３１

　　　　　　

１７６

　　　　　　　

１０６

　　　　　　　

２５２ ８６５

学年

１

　　

１年

　　

１

　　　

２年

　　　

１

　　　

３年

　　　

ー

　　　

４年

　　　

１ 回答数

　　

１
１

　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　

２０５

　　　　　　

２４１

　　　　　　　

２０３

　　　　　　　

２１６ ８６５

性別

１

　

①男

　

１

　

②女

　

１ 回答数

　

１

　　

４２６

　　　　　　　

４３９ ８６５

住居

クラブ・サークル

１①所属している１ ②所属していない１

　　

回答数

　　

１
ー １

　　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　

２５１

　　　　　　

６０５ ８５６

学年

性

　　

別 住

　　　

居

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

クラブ・サ ークル

③親せき

　　　　　

④そ

　

宅

　　　　　　　　　　

０％

　

１％



１□通学について

　　　　　

１

問１‐片道の通学時間はどれくらいですか

　

①１５分未満

　

１１②１５分以上３０分未満１Ｌ③３０分以上６０分未満１ ④６０分以上９０分未満＝

　　

⑤９０分以上

　

＝

　　

：国捲き塗

　　

１

　　　　　　

１」

　　　　　　　　

＝

　　　

３５２

　　

１一

　　　

１９７

　　　

＝ １４２

　　

１

　　　

１２８

　　　

１一「÷÷ ４３

　　

「１

　　　

８６２

　　

１

問２．どのような通学手段を利用していますか（複数回答可）

②自動車

　　　　

③二輪車（自転車含む）

　　　　

④電車

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１５

問３．大学までの通学について困難だと感じますか

　

⑦そう思う

　　

１

　　

⑦ややそう思う

　　

１ ⑨どちらとも言えなＬ・１のあまりそう思わない１

　

⑤子ぅ思わない

　

１

　　　

同答ｗｖ←

　　　

Ｉ

　　

ＹＩ▼ーＴ

　　

１

　　

Ｕ十十ＩＴーｆ

　　

ｌ

　

▽ー．ーー▼ーｑｒ▼ Ｅ

　

Ｖ“ｒ′、′ー”ｒー

　

１

　

Ｗ、ｆーｙｒー

　　

１

　　　

ＨＨ紬’

　　

１

　　　　

１

　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　

１ ー

　　　　　　　　　

ー

　　　　　　　　　　

１

　　　　

２４２

　　　　　　

２５２

　　　　　　　

１４２

　　　　　　　

１０４

　　　　　　　

１２５ ８６５

　　　

⑤バス（公
④電車

　

共交通機
９％

　　　

関）…

③二輪車
（自転車含

　

む）

　　

９％

⑤そう思わ

　

≠まし、

　

１５％
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問４．通学を援助する手段がさらに必要だと思いますか

　

⑦そう恩う

　　

１

　　

⑦ややそう思う

　　

１

　

③どちらとも官ぇなし・ １④あまり満たされてし・なし・－⑥まった〈満たされていない１

　　　

同答馳÷

　　　

Ｉ

　　

Ｕｙｆーず

　　

１

　　

▽十十Ｔｆ－ｆ

　　

ｌ

　

ｙ「ｒｒ「ー【『ｒ

　

１Ｙ‐ｆｌ▼ー”’十十

　

１

　

－

　　　

十 －

　　　

－一柳’

　　

１

　　　　

１

　　　　　　　　　　

ー １

　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　

１

　　　

２７３

　　　　　　

１８０

　　　　　　　

１７８

　　　　　　　　

９９

　　　　　　　

１３４ ８６４

ｒ‐－－－

　　　　　

」

　　　　　　

ー
ｉ□施設・設備について

問５．施設・設備は満たされていると感じますか

　

＋”巡たまれてＬ・る１⑦やや遼だされている１

　

③どちらとも言ぇない

　

１④あまり満たされていない１⑤全く満たされていなし・１

　　　

同答粧÷

　　　

１

　

十”中”１、事”▼－▽十十帽”－、ヤー▼▼１

　

Ｖー▼－ー▼【ｑｒｌ

　

－Ｖ“丁「旧ｒＭｒ十十ｒ １ｙー十甲”ー▼十十

　

Ｔ

　

１

　　　

日一Ｍ一 １

　　　　

１

　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　

１

　　　

８５

　　　　　　　

２５９

　　　　　　　　

２２１

　　　　　　　　

２２６

　　　　　　　　

７１ ８６２

問６．改善してほしい施設・設備は何ですか

１

　　

の

　　

・

　

ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

３

　　　

１

　　　

１

　　　　

④学寮（健康科学部のみ）

「空調」「駐車場」と回答した割合が同数となった。この２点は毎年学生から要望が上
がってるため、原因を分析して改善していく余地があると感じる。健康科学部「学食」
については、昨年度より値上をしたため、昨年度１３％から１７％に上昇している。

「満たされている」と「十分満たされている」と答えた割合が４０％「あまり満たされてい
ない」と「まったく満たされていない」と答えた割合が３４％となった。両極端な結果と
なったため、今後は自由回答にて学生の意見を集約してい検証していく必要があ
る。

⑤まったく
満たされて
し、なし、

①教室の機
器・備品

　　

１１％

④学食（健
科学部

　

み）

　

１７％
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嗣

　　　　

－－－－

　　　

」－□学生相談について

問７．悩みや困りごとを相談することができる「学生相談室」や「クラス担任制度」を知っていますか

①両方とも知っている

　　

②両方とも知らない

　

③学生相駁董は知っているがクラス担任制度は知らない

　　

④クラス担任制度は知っているが学生相隣室は知らない－

　

綱

　

－

　

川

　

１

　　　

６２

　　　

１

　　

１

ー

０４
鴨数

　

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

回答数

問８．今悩んでいることや困っていることはありますか

１

　

①ある

　

１

　

②ない

　

１

　

回答数

　

１

　　

３７６

　　　　　　　

４８８ ８６４

問９．問８で①を選んだ方に伺います。悩んでいることや困りごとは何ですか。

　

①勉強

　　　

②健康上の問題

　　　

③経済状況

　　　　

④交友関係

　　

⑤国試や将来の進路

　　

６

　

レハ

悩みや困りごとが「ある」と答えた学生のうち、３７％は「勉強」を、３２％は「国試や将
来の進路」を選択しており、学業と進路を合わせると６９％を占めている。ほかの項目
はそれぞれ１０％未満である。

学生相談室を知らないと答えた学生が２６％いる。学生への周知が十分ではないこ
と、学生サポートセンターとは別のものと捉えている、といった可能性がある。クラス
担任制度を知らないと答えた学生は２１％いる。実際には全員がクラス担任制度の
中に在るため、その言葉を知らなかったとも考えられる。

「ない」と比べれば「ある」と答えた学生数のほうが少ないが、４割以上（４４％）の学生
は何らかの悩みや困りごとを抱えている。

③学生相談
室は知って
いるがクラス
担任制度は
知らない

　　

７％
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問１０．問８で①を選んだ方に伺います。悩みがある場合、誰に相談していますか（複数回答可）

－①学生斧室１②轡員１③担任牌員」
④評
１談 議
６相
墨書
ない
－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

回答数

実際に悩みを相談している相手は「友人・知人」が４８％と最も多い。次に多いのが担
任教員と家族で、それぞれ１９％である。大学側（担任教員、学生相談室）の２１％に
対して大学側以外に悩みを相談しているのは６７％である。

間１１．「学生相談室」を利用したことはありますか

「ある」と答えた学生は８％である。９２％の学生が「学生相談室」を利用したことがな
いという結果が出ているが、相談室を利用するほど悩んでいないという現状がうかが
える。

問１２．「学生相談室」に悩みや困りごとを相談したいと思いますか 思う

　

②ややそう

　　　　

思う

　　　　　

１３％１１①誉う

　

②や帯思う１
－③どちらとも１１劃！ぎ 豪 雪－Ｆ雪 扉 部 幸 腰 雪

　　　　　　　　　　　　　　　　　

３６９

　　　

ー

「そう思う」、「ややそう思う」という肯定的な回答は１６％、「そう思わない」、「あまりそ
う思わない」という否定的な回答は４０％となり、否定的な回答の方が多い。これは問
１１と同様相談室を利用するほど悩んでいないという現状が見て取れる。
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問１３．間１２で④または⑤を選んだ方に伺います。それはなぜですか

１㈱国ｕ；くぃ雰凹跡ぁる１ 嫌獣するほどま噛んでぃなぃ１ 鍋人的にとを知られたくなぃ１

　

④相讃したくなぃ

　

１

　　

⑤その他

　　

１

　　

回答数 １
１

　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　

５６

　　　　　　　

１６７

　　　　　　　　

５５

　　　　　　　　　

６６

　　　　　　　　

２０ ３６４

問１４．教員に悩みや困りごとを相談したいと思いますか

　

⑦そう思う

　　

１

　　

⑦ややそう黒ぅ

　　

１ ③どちらとも言えない１

　

④あまりてう思わなし・ １ ⑥そう患わない

　　

１

　　　

同答酬÷

　　　

Ｉ

　

Ｖ▼′ーｆ

　　

－

　　

▽十十、′ーｆ

　　

ｌ

　

▽ー′′ーＹＨ“ｒ’ １

　

Ｖ“▼▼▼▼ーｒｒｌ

　

１ Ｖ

　　

ＩＴーｒｒｌ

　　

ｌ

　　　

間ロ榊－ １

　　　　

１

　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　

１

　　　　

１３６

　　　　　　　

２７９

　　　　　　　　

２５５

　　　　　　　　

７０

　　　　　　　　

７９ ８１９

問１５．間１４で④または⑤を選んだ方に伺います。それはなぜですか

１㈱鎖ｕｘぃ雰囲脚ある１醐議するほど賀個んでぃなぃ１鯛人的なことを知られたくなぃ１

　

④相談したくない

　

１

　

⑤その他

　

１

　　

回答数

　　

１
１

　　　　　　

１

　　　　　　　　

ー １

　　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　

３０

　　　　　　　

６８

　　　　　　　　

３３

　　　　　　　　

３７

　　　　　　　

１６ １８４

「相談するほどまで悩んでいない」を除くと、「相談したくない」が１８％で最も多く、「相
談しにくい雰囲気がある」と「個人的なことを知られたくない」がともに１５％と続く。間
１１、１２と同様、相談するほど悩んでいないという現状が見て取れる。

「そう思う」、「ややそう思う」という肯定的な回答は５１％であった。それに対し「そう思
わない」、「あまりそう思わない」という否定的な回答は１８％であった。約半数の学生
が教員に悩みや困りごとを相談したいと思っている。

「相談するほどまで悩んでいない」を除くと、「相談したくない」が２０％と最も多く、次いで「個人的な
ことを知られたくない」が１８％、「相談しにくい雰囲気がある」が１６％と続く。相談することに対して
否定的な回答をした学生が５割以上（５４％）いるが、問１１、１２、１３、１４と同様、相談するほど悩んで
いないという現状が見て取れる。

　　

⑤そう思わ

　　　　　

　

たなし、

　

８％

②相談す
るほどまで
悩んでいな
し、

３７％

④相談した

　

くない
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□就職について
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　

１

問１６．就職について、希望の職種や就職先（進学先）に行けるか不安に感じますか ③どちらと 冨ゎ総

　　　

雪靴雫わ
も言えない

　　

３％

　　　　　　　　　　　　　

５％

　

１４％

　

⑦そう思う

　　

１

　　

⑦ややそう思う

　　

１

　

③どちらとも言えない１

　

④あまりそう思わなし・ １

　　

③そう思わない

　

‘

　　　

同答柵÷

　　　

ｌ

　

ｖｌｆ叩１

　　

－

　　

Ｕ十十ＩＴ‐ＦＴ

　　

１

　

Ｖ－ｆ▼－．国増ｒー

　

１

　

Ｙ‐Ｔ十十Ｔ十『ｆＴ

　　

１

　　

ＹＴ十▼ｒｆ

　　

・

　　　

一一Ｍ－

　　　

－

　　　　

１

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

１

　　　　

３９０

　　　　　　

２８６

　　　　　　　

１１８

　　　　　　　　

２８

　　　　　　　　

４０ ８６２

「そう思う」と「ややそう思う」で７８％を占めており、就職に対する爆戦とした不安を感
じている。

問１７．就職について教職員に相談したいですか ④あまりそ

　　　　　　　　　

⑥そう思わ
う思わない

　　　　　　　　　　　　

ない
③どちらとも

　　

４％

　　　　　　　　　　　　

３％
言えない

　　

１８％

　

⑦そう思う

　　

１

　　

⑦ややそう思う

　　

１ ③どちらとも言えない１

　

④あまりそう思わない

　

１

　　

③そう思わない

　　

１

　　　

同答ー←

　　　

ｌ

　

ｖ▼▼‐‐Ｔ

　　

Ｉ

　　

▽十十１▼叩′

　　

１ Ｖ一ｆ－－▼■‐１ｒ－

　

１

　

Ｙ‐Ｔ十Ｔｆ十▼￥１

　

１ ▼十十ー十１

　　

１

　　　

一”Ｍ． １

　　　　

１

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

１

　　　　

３２９

　　　　　　

３１７

　　　　　　　

１５２

　　　　　　　　

３８

　　　　　　　　

２５ ８６１

ｒそう思う」と「ややそう思う」で７５％を占め、７５％の学生が教職員への相談欲求を出
している。 不安と相談欲求の対応は妥当と考えられる。

問１８．就職専用の施設（部屋・設備）がほしいですか ④あまりそう

　　　　　　　

⑤そう思わ
思わない

　　　　　　　　　　

ない

　　

５％

　　　　　　　　　　　　　　　　

４％

　

⑦そう思う

　　

１

　　

⑦ややそう思う

　　

１ ③どちらとも言えない１

　

④あまりそう思わない

　

１

　　

⑤そう思わない

　　

１

　　　

回答勧←

　　　

Ｉ

　　

Ｕ１ｆ－▼

　　

－

　　

▽十十▼ｆ－▼

　　

－

　

▽．▼－【．一”ｒｌ

　

－

　

￥‐Ｔ十十十十Ｔｒ－

　　

Ｉ

　　

ＴＴ．帽十ｌ

　　　

ｆ

　　　

一一Ｍ．

　　

－

　　　　

！

　　　　　　　　　　　

！

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　

ー

　　　　　　　　　　　

Ｉ

　　　　

２４５

　　　　　　　

２７５

　　　　　　　　

２６９

　　　　　　　　

４０

　　　　　　　　

３４ ８６３

就職専用の設備に関しては、「どちらとも言えない」が「そう思う」、「ややそう思う」と
ほぼ同数の数となった。これは、学生には住職専用の施設や設備と言われてもイ
メージがつかず判断が難しかったことが想像できる。
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□経済状況について

問１９．経済的に負担となっているものは何ですか

②生活費（光熱費・貴賓） ・サークル
ｌ

問２０．アルバイトをしていますか

１①平日・休日の両方１

　　

②平日のみ

　　

１

　　

③休日のみ

　　

１④不定期だがしている１

　

⑤していない

　

ー

　　

回答数 １
１

　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　

４０２

　　　　　　　

２０

　　　　　　　　

７０

　　　　　　　

１８８

　　　　　　　

１８２ ８６２

問２１．アルバイト代の主な使い道は何ですか

②生活費（光熱費・食費） ノレ

⑧その他

経済的に負担となっている大きな要因として学費があげられた。学費が大きな負担
となっている要因として、実習にかかる費用が推察される。特に長期実習であるほど
賃貸契約料は高くなり、県外であれば引っ越し代等の諸経費が発生する。対応策と
して、入学時から実習で発生する費用について告知し、早期から準備をしていただく
必要がある

アルバイトは平日・休日の両方実施している。また平日のみ、休日のみ、不定期を含
めると、アルバイトを実施している学生は６８０名となり、ほとんどの学生がアルバイト
をしていることが明らかとなった。

⑤携帯等の

　

通信費

　　

０％

⑥クラブ，

　　　

⑦趣味・交
サークル′一

　　　

際費

　

‐
ｏ％

　　　　　　　　　　

１１％

８％ ２％
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問２２．成績評価による特待生以外の奨学給付制度を希望しますか

ー

　　

①そう思う

　

１

　

②ややそう思う

　

１③どちらとも言えない１

　

④ぁまりそぅ思ゎなぃ

　

ー

　

◎そぅ思ゎなぃ

　

１

　　

回答数

　　

１
１

　　　　　　

ー １

　　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　

３０６

　　　　　　

１５６

　　　　　　　

２６７

　　　　　　　　

４３

　　　　　　　　

８０ ８５２

，□授業・学修について

　　　　　　

１

問２３．授業科目の履修方法やカリキュラムについてのガイダンスは十分でしたか

　

のそう思う

　　

１

　　

⑦ややそう思う

　　

１ ③どちらとも言えない

　

！

　

④あまりそう思わない

　

１

　　

⑤そう思わない

　　

１

　　　

同答数ｒ

　　　

ｌ

　

ｙ▼▼響Ｔ

　　

－

　　

Ｙ十十１丁響丁

　　

－

　

Ｖ罰ｆＴＴ－【『－

　　

－

　

Ｔ”十十十十１十十

　　

－ －

　　

＝十・十

　　　

－

　　　

日‐Ｍ．

　　

－

　　　　

１

　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　

１

　　　　

２６１

　　　　　　

３６３

　　　　　　　

１８０

　　　　　　　　

３４

　　　　　　　　

２２ ８６０

問２４．授業を理解するうえで最も必要と思うことはなんですか

　　　　　　　　　　　

②補講

　　　　　

⑧補助的な指導者

　

④小テストやレポートなどの深岨

　

⑤
１酬班 １ 響 １

㈱助誓茅指導者－
④小テストや蓄卜などの

Ｅ 塞 Ｅ
どの
墨
からない

，

「そう思う」の割合が昨年度５５％より今年度３６％と大幅に下落した。なぜこのように
なったのか、原因を分析する必要がある。

「ややそう思う」が４２％（昨年度４０％）、「そう思う」が３０％（昨年度２７％）となり、７２％
の学生が好意的な回答をしている。ガイダンス等は学生にとって有益となっていると
推測する。

昨年と同様の結果となった。最多回答は「十分な説明や工夫された教え方」次いで
「参加型の授業」となり、この２つで８０％を占めている。

②やや
そう思う

　

１８％

⑤参加型の

　

⑥どのように

　

授業

　　

していいかわ

　

１１％

④小テスト
やレポート
などの課題

　　

５％

③補助的な
指導者

　　

５％
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問２５．学修に対しどのように取り組んでいますか（複数回答可）

　

①予習をする

　　　　

②復習をする

　　　

銑ｂからなぃことに堆員に福訊する

　

④教員に勉強の仕方を相陵する③Ｒぃ脚虞を取にとを目楓にする

　

⑥能勤的‐積極細‐取り組む－

　

８３ １ 崎・７ １
ｗ 繊

　

ーョ争

　

響．１尋覧許

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

伽幣の仕方がゎからなぃ

　　

⑧その他

　　　　

回答数

⑦学修の仕
方がわから

　　

１％ 〆＋

　　　　　　

る

　

尤まし、

　　　　

・

　　　　　　　　　　　

６％

　　

６％

　　　　　　　　　　　

ｉ

⑥能動的．積

　　　　　　　

▲：●
．
：｝

極的に取り

　

組む

　　

１０％「復習をする」２９％、「わからないことは教員に相談する」２２％、「良い成績を取ること
を目標にする」２１％となり、合計で７２％と高い数値となった。

④教員に勉

　　　　　　　　　　　　　　　

③わからな
強の仕方を いことは教員
相談する

　　　　　　　　　　　　　　　　　

に相談する

　

５％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２２％
問２６．自分の成績についてもっと評価をあげたいと思っていますか

１ ①そう思う

　

－

　

②ゃゃそう思う ド
どちらとも言えない１ ④あまり行思ゎなぃ１

⑤粥ゎなぃ １

　

回答数

　

１

　　　　

２６１

　　　　　　

３６３

　　　　　　　

１８０

　　　　　　　　

３４

　　　　　　　　

２２ ８６０
④あまりそう

　　　　　　　　

⑤そう思わな
思わない

　　　　　　　　　　　　

い
４％

　　　　　　　　　　　　　　　　　

３％

「ややそう思う」とｒそう思う」で７２％となり、昨年（８８％）と比べると１６％減少してい
る。今後はこのあたりを分析する必要がある。

問２７‐授業時間は平均して１日に何時間取っていますか

１

　

①１時限

　

１

　　

②２時限

　　

１

　　

③３時限

　　

１

　　

伽時限

　　

１

　　

⑤５時限

　　

１

　　

回答数 １
１

　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　

１３１

　　　　　　

１１８

　　　　　　　

３２５

　　　　　　　

２４４

　　　　　　　

３３ ８５１

「③３時限」が３８％、次いで「④４時限」が２９％となり、７７％の学生が３時限以上授業を
受けている。
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問２８．授業時間以外の学修時間は予習・復習を含め１日に平均何時間ぐらいですか
＠）３時間以

１

　

①３０分未満

　

１②３０分以上１時間未満１③１時間以上２時間未満１④２時間以上３時間未満１

　

⑤３時聞以上

　

１

　　

回答数

　　

１
１

　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　　　　

ー １

　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　

２２８

　　　　　　

２７６

　　　　　　　

１９７

　　　　　　　　

５８

　　　　　　　　

９９ ８５８ ④２時間以

　　　

上

上３時間末

　　

１１％

満

「②３０分以上１時間未満」が３２％、次いで「①３０分未満」が２７％となり、１時間未満の学
生が半数を占めている。

問２９．問２８の学修時間のうち、自宅での学修時間（予習・復習含む）は平均何時間ぐらいですか

１

　

①３０分未満

　

１②３０分以上１時間未満Ｌ③１時間以上２時間未満１④２時間以上３時間未満１

　　

⑤時間以上

　　

ー

　　

回答数

　　

１
１

　　　　　　

１

　　　　　　　　

ー １

　　　　　　　

１

　　　　　　　

ー

　　　　　　　　

１

　　　　

２７６

　　　　　　

３０３

　　　　　　　

１７６

　　　　　　　　

５３

　　　　　　　　

５０ ８５８
④２時間以

　　　　　

⑤時間以上
上３時間未

　　　　　　　　

６％

満

　　

６％

「②３０分以上１時間未満」が３５％、次いでｒ①３０分未満」が３２％となり、問２８とほぼ同じ
割合となり、１時間未満の学生が５７％（半数以上）を占めている。

問３０．問２８の学修時間のうち、授業の予習は平均何時間ぐらいですか ④３ｏ分以上 ⑤１時
１時間未満

　　　　　　　　　　

上
ー

　　

①しない

　

１②ほぼしなぃ（１５分未滴）１③１５分以上３０分未満ー

　

④３０分以上１時間未満 １

　

⑤１時間以上

　

１

　　

回答数

　　

１
ー

　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　　　　

ー １

　　　　　　

１

　　　　　　　

１

　　　　

２７９

　　　　　　　

３６８

　　　　　　　　

１４９

　　　　　　　　

４１

　　　　　　　　

１９ ８５６ ③１５分以上

　　

５％

　　　　　　　　　　　

２％

３０分未満

　　

１７％

「②ほぼしない（１５分未満）」が４３％、次いで「①しない」が３３％となり、ほとんどの学生
は予習時間を取っていない。
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問３１．問２８の学修時間のうち、授業の復習は平均何時間ぐらいですか ＠）１時間以

　

上

　　

⑦しない

　　

１⑦ほぼしなし・（１５分末満）１③１５分以上３０分未満１

　

④３ｏ分以上１時間未満

　

１

　　

⑤１時間以上

　　

１

　　　

同答ｗｖ←

　　　

Ｉ

　　

ＵＹＶ‐▼

　　　

１中ャＷ－▼．▼▼－”Ｔ旧▼１ＷＩ▼”平一””ｒｒ中１

　

Ｖ＝”ｒー１，Ｈ１‐Ｈ

　

１

　　

Ｗ十十円十ー －

　　　

－”Ｍ・

　　

１

　　　　

１

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　

ー １

　　　　

１４７

　　　　　　　

２０７

　　　　　　　　

２２８

　　　　　　　　

１５３

　　　　　　　

１１５ ８５０

「③１５分以上３０分未満」が２７％、次いで「②ほぼしない（１５分未満）」が２４％となり、約
５１％（約半数）の学生は３０分未満しか復習を時間を取っていない。

問３２．学修時間に最も影響を与えているのは何ですか

１①通学時間ゴ ②アルバイト １③サークル活動１

　

④余暇

　

１ ⑥特にない １

　

回答数

　

－

　　　　

１４７

　　　　　　　

２０７

　　　　　　　

２２８

　　　　　　　

１５３

　　　　　　　

１１５ ８５０

「③サークル活動」が２７％、次いで「②アルバイト」が２４％となり、約半数が学生生活に
欠かせないサークルとアルバイトにより学修時間に影響を与えている。
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２０２０年８月

２０１９年度

　

健康科学大学

　

学生生活満足度調査

　

結果報告について

２０２０年３月１０日期限にて２学部４学科の全学年生 （９４３名） を対象にアンケート調査を行い回収率は９２％（８６５名） であった。

満足度について学生の要望が高いのは、 施設・設備について 「空調」、「駐車場」、「学食」 である （問６）。 空調については順次設置教

室を増やしているため改善は図られている。 自家用車を利用しての通学が６割 （問２） あることからも今後、 駐車場の増設は必要と思

われるが、車両登録済みの台数において駐車場所は充足されており、 駐車区画の整備を図ることで一定数の改善は望めると考える。 学

食に関しては看護学部においては設置を求める声が大きいと考えられ、 学部間の施設の有無が要望としての数字となっている。 次に、

就職について不安に感じる学生が約８割おり（問１６）、また教員への相談要求も約８割（問１７）出ている。困りごとについて「勉強」、

「国試や将来の進路」を挙げる学生が多く （問９）、実際、相談対象として教員を選択する学生が一定数いる （問１０、 問１４）ことから

も、教員側に就職相談のスキルさえ確立されていれば学生の要求に応えることは十分可能である。惜しむらくは学生相談室の認知が学

生間に浸透していないこと（問７、問１１）であり、利用方法や窓口の敷居の低さが今以上に浸透すれば、学生側の相談先の選択肢とし

て常態化し満足度も向上することが予想できる。 学修面に対する満足度は高く （問２３）、 学生自身も意欲が高い （問２５）。 一方、 学修
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面で不安要素となる経済状況についてはほぼ例年並みの結果となっており （問１９）、 アルバイトについても約８割の学生が行っている

ことから（問２０）、 経済的には余裕がある学生は少なくアルバイトと学修の両立をどう図るかを前提とした生活指導が必要である。

今回の調査はコロナ禍が本格化する前に締め切られており、 現状はアンケート項目全般において、 学生、 ご家族が深刻な状況にある

ことは容易に推察され、 現状を把握する必要性においては早急に質問項目を精錬し現状に即した再調査を行うべきであると考える。

・今後のアンケート調査における改善点

①

　

施設環境の違いから２学部間でのサンプル対比を行った方がよい質問項目を精錬

②

　

通学手段・通学時間と自宅通学者の関連性を検定できるように改善

③

　

クラブ・サークル活動所属者の前年度比

④

　

通学時間やアルバイト時間が学修時間に与える因果関係の解明

⑤

　

学生相談室の相談可能範囲の周知と啓蒙

⑥

　

満足度アンケートの調査対象を保護者へ拡大するかの検討

⑦

　

担任の存在を知らない学生への周知徹底

⑧

　

他委員会・学科単位で行われているアンケート調査との質問項目の調整
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